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当社は，1987 年からアクティブ式制振装置の開発に
取り組んできた．初めて実用化したのは橋梁分野であり，
1991 年に橋梁分野としては世界で初めてとなる制振装
置が首桰梁
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置を備えていなかったが，その後，強風時の居住性向上
が必要になり，2007 年にୈ 5 ਤ - ( b ) の装置 2 台が屋
上に設置された．各方向の可動マス質量は，それぞれ 10，
30 t であり，ストロークは二方向とも 0.6 m である．こ
のような既設ビルへの適用は，今後，居住性の観点から国
内お∵お点内え適点おたが ビおビお．∵おか∵∵後住内適ピこ後ようお
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